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アンゴラ共和国月報 
２０１７年５月号  

在アンゴラ日本国大使館 

 

主な出来事 

【内政・外交】 

●アンゴラ税法の国会通過（９日）。 

●ロウレンソ国防大臣の訪米（１７日）。 

●アンゴラ軍副参謀総長の訪中（２２日）。 

●ロシア副首相のアンゴラ訪問（２２日）。 

【経済】 

●ＢＤＡ（アンゴラ開銀），光海底ケーブル敷設のため １．３億ドルをＡＣ社に融資（３１日）。 

●２０１６年の法人事業税収，前年比１．６％の伸び（１２日）。 

●コバルト・エネルギー社，ソナンゴルとの仲裁申立（１２日）。 

●ＢＩＯＣＯＭ，電力生産を開始（１５日）。

内政 

１ ＭＰＬＡの政権公約 

 与党ＭＰＬＡは，５年前の選挙で掲げたマニフェスト

を守れなかったことを謝罪し，本年８月２３日の選挙

に向けて，５０万の新規雇用創出，国際機関等に推

計されている成長率を上回る経済成長，及び世銀の

Doing Business Ranking 上の位置づけを現在の１６８

位から１５６位まで１２位向上させると述べた（EX 

5/12）。 

２ 遺産保護法の国会通過 

 １日の週，アンゴラの歴史的及び文化的遺産の保

全のためのシステムを構築する第一歩として，遺産

保護法（Lei Geral dos Arquivos）が国会で承認された

（EX 5/5）。 

３ 口蹄疫の収束 

アンゴラ農業省は，アンゴラ南部で発生した口蹄

疫の流行が収束したと発表した（JA 5/21）。 

４ 干ばつ及びコレラ危機 

４月にＵＮＩＣＥＦが発表したアンゴラ国内における

人権状況の報告書によれば，集中豪雨により，アン

ゴラ北部においてコレラ等のリスクが高くなっている。

また，干ばつにより１４２万人が影響を受けており，内，

７５万６千名は子ども。南部のクネネ州，ウイラ州，ナ

ミベ州，ベンゲラ州，クアンド・クバンゴ州，クアンザ・

スル州及びウアンボ州での干ばつが特に深刻（NJ 

5/19）。 

５ アンゴラ税法の国会通過 

 ５月９日，アンゴラ税法の改正案がアンゴラ国会を

通過。外貨建てでの税金支払いが可能となる見込み。

マンゲイラ財務大臣は，納税者又はアンゴラ政府所

有の貸付企業が納税する際，減税される条項も盛り

込んでいると述べた。また，同法案には，合意に基づ

いて，アンゴラ政府の銀行の遅延債務支払を一部も

しくは全部補助する条項も盛り込まれている（MH 

5/10）。 

６ 戦略的国家食糧リザーブの設置 

（１）経済省・財務省・農業省・商務省の共同省令によ

れば，６月末までにアンゴラ政府は，小麦・トウモロコ

シ粉・米・黒豆・砂糖及び塩等の戦略的国家食料リザ

ーブを設置する。今次省令により，実務者グループ

が設置され，小麦粉，トウモロコシ粉，米，豆，砂糖及

び塩等の貯蔵に向けて取り組みが開始。同リザーブ
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設置に向けた技術的・法的準備を行う。アンゴラ税関

倉庫社（ＥＡＡ，2002 年以降，国家食糧リザーブの運

営を受け持っている公社）のジョフレ・ヴァンドゥーネ

ン・ジュニオール（Jofre Van-Dúnem Júnior）社長は，

同社は６月もしくは７月までに同リザーブを運営する

見込みであり，必要量には満たないものの，既に食

糧は貯蔵されていると述べた。 

（２）審議中の同食糧リザーブは，国内消費量３～６ヶ

月分の食糧をカバーする予定（MH 5/18）。 

７ ９月以降，在外公館削減 

アンゴラは，原油価格の低調に由来する歳入減を

受け，９月以降に在外公館の数を削減する構え。２０

１７年予算では，在外公館に対して前年比１８％増３

２６億６３００万クワンザ（１億７５３０万ユーロ）の予算

が配分されており，およそ半分は給与の支払いに充

てられている。今般設置された委員会は，６０日以内

に，アンゴラ在外公館再編計画書を提出しなければ

ならず，会合はマヌエル・ダ・クルス・ネト文官長がコ

ーディネート。同委員会には，外務大臣，財務大臣，

行政労働社会保障大臣等が参加（OB 5/15）。 

８ 外務事務次官の任命 

シコティ外務大臣は，ベニー外務事務次官を解任。

後任は，クーニャ・アジア大洋州局長（CK 5/3）。 

９ ドス・サントス大統領の健康状態 

１３日，イザベル・ドス・サントス氏は，ソーシャルネ

ットでシェアされているドス・サントス大統領がスペイ

ンのバルセロナで死去したとの噂を否定。社会活動

家のラファエル・マルケス氏は，オンラインニュースサ

イトＭＡＫＡ ＡＮＧＯＬＡにて，ＭＰＬＡの人々が深く懸

念しているドス・サントス大統領の健康状態に関して

情報を開示するよう同氏に訴えた（VOA 5/14）。ドス・

サントス大統領は，５月３０日にスペインからアンゴラ

に帰国した（JA 5/30）。 

１０ アンゴサット衛星導入の重要性 

１９日，ルアンダにて第一回テレコムフォーラムが開

催された。同フォーラムでは，アンゴラの情報通信産

業の現状，国内生産及び備蓄，高いコスト，及びロシ

アが協力しているアンゴサット衛星導入により見込ま

れる利益等が取り上げられた。Ｕｎｉｔｅｌ社は，現在

Ipv6 の導入に向けて取り組んでいると述べ，数年以

内に５Ｇをアンゴラに導入する意向。アンゴラ・ケーブ

ルズは，同社が導入した光海底ケーブルについて言

及。出席者は，もうすぐ打ち上げられる衛星アンゴサ

ット，ＳＡＣＳケーブル及び２０１８年に利用開始となる

Ｃａｂｏｓ Ｍｏｎｅｔにより，１年以内にアンゴラ及びアフ

リカにおける情報通信産業は全く新しい局面を迎え

るであろうと口をそろえた。アンゴサットは，アンゴラを

アフリカ大陸における情報通信のハブに転換する点

で重要な役割を担う見込みであり，アフリカ大陸全体

及び欧州の一部をカバーする（EX 5/26）。 

 

外交 

１ 日本大使のマランジェ州訪問 

澤田洋典駐アンゴラ日本国大使は，１５日～１７日，

マランジェ州を訪問。同大使は，既に日本は１９９０年

以降１１００万米ドル以上を地雷除去に拠出しており，

内５００万米ドルは草の根無償資金協力の枠組みに

よるものであり，その他様々な社会プロジェクトにも

供与してきた点を強調した。１７日，同大使はノルベ

ルト・フェルナンデス・ドス・サントス・マランジェ州知事

を表敬訪問し，新規投資の機会について会談。同大

使は，マランジェ州は非常に豊かであり，農業，鉱山

業，インフラ及び観光のポテンシャルが非常に大きい

と述べた。日本の支援により，カイゼト地区において

１４万９２３１㎡の土地から地雷が除去される。また，

マランジェ州において，ＪＩＣＡの資金協力により，繊

維産業に綿花を供給するための調査が行われてい

る（VOA 5/18）。 

２ 米・アンゴラ関係 

（１）ロウレンソ国防大臣の訪米 

ア １７日，ロウレンソ国防大臣とマティス米国防長官

の間で，二国間防衛協力覚書が署名された。今次署

名により，今後，多くの領域に亘るより詳細な二国間

防衛協力協定が署名されることとなった。 

イ ロウレンソ国防大臣は，マティス国防長官に対し

て，ドス・サントス・アンゴラ大統領より全権を委譲さ

れ，右覚書に署名したと述べた。また，米国との二国

間防衛協力に関してアンゴラは非常に真剣であり，

今次署名によってアンゴラと米国は双方が裨益する

と述べた。ロウレンソ国防大臣は，アンゴラは南部ア
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フリカ・中部アフリカ及びギニア湾に跨がっており，地

理的にアフリカの重要な国である点及び米国の地政

学的関心の上での重要性を強調した。 

ウ 同国防大臣は，アンゴラは特にギニア湾における

テロリズムへの対処にコミットしており，中央アフリカ

共和国の平和構築にも貢献している点も強調。同時

に，コンゴ(民)及びブルンジの政情にもコメントした。

２０１７年末まで大湖地域国際会議（ＩＣＧＬＲ）の議長

国の任期を受け持つアンゴラは，これらアフリカ諸国

が紛争から脱出できるように全ての影響力を行使す

ると述べた。また，今次署名された防衛覚書及び米

国とのパートナーシップにより，アンゴラの平和構築

者（pacificador）としての役割をより良く果たしていき

たいとの意気込みを語った（JA 5/18）。 

（２）GE 社のガスタービン納入合意 

ＧＥ社は，２０１８年末までに，２００メガワットの発

電能力に相当する７基のＴＭ２５００ガスタービン発電

施設をアンゴラに設置するとの合意を結んだ。本件

により，ナミベ州，ウイラ州，及びクアンド・クバンゴ州

において，発電が可能となり，アンゴラの人口の１

５％の人々に電力が供給される。右ガスタービンは，

ボーイング７４７型機のエンジンを再設計し直したも

の（AA 5/2）。 

（３）ヒューストン便の一般公開 

 Sonair 社がオペレーターとして運行するヒュースト

ン・エクスプレス便が，石油企業関係者以外の一般

渡航者にも開放する旨が，米運輸当局により承認さ

れた（EX 5/5）。 

３ 中国・アンゴラ関係 

（１）アンゴラ軍副参謀総長の訪中 

２２日の週，エディジオ・デ・ソウザ・サントス・ディシ

プリナ（Egídio de Sousa Santos “Disciplina”）アンゴ

ラ国軍副参謀総長（愛国教育担当）を首席代表とす

る代表団が訪中。右訪中は，中国の様々な軍事機関

との協力関係を強化することが目的。中央軍司令部

の Zhang Yang 将軍等と面談し，アンゴラ陸軍及び中

国陸軍の実情について情報交換した。ディシプリナ

将軍は，中国人民解放軍の政治将校の教育，選出

及び任命に関する業務内容一般に関して情報を共

有された。訪中団は，その他様々な軍事機関の広報

についてもＣＣＴＶから情報提供を受けた（JA 5/26）。 

（２）ＡＵ版ＣＤＣ設立への協力 

１５日の週，北京で開催された中国アフリカ保健協

力会議において，中国保健省は，アフリカにおける保

健協力へのコミットメントの意を表明した。アンゴラで

の黄熱病アウトブレークの経験から，アフリカ諸国で

のＡＵ版ＣＤＣの設立に協力すると発表（IOL 5/14）。 

（３）カクロ・カバサ・ダムのアドバイザリー業務 

ア ４月２５日付大統領令は，４５．３２億ドルをかけて

建造中のカクロ・カバサ・ダムのアドバイザリー業務

を，ポルトガル企業「Coba」が受注した旨を承認。本

業務委託は３７３０万クワンザ（２０万ドル以上）。 

イ カクロ・カバサ・ダム建設案件に対して，中国工商

銀行（ＩＣＢＣ）が融資。同ダム建設の監督及び監査業

務は１億４５５０万ドルで，ＡＩＢＣコンソーシオ

（Anglostar, Intertechne Consultores, Baran 

International 及び Copia Group）が既に受注。２０１

６年５月，ボルジェス電力・水大臣は，カクロ・カバサ・

ダムは，建設された暁にはアンゴラ最大の発電能力

（２１７１ＭＷ）を有し，稼働後はアンゴラの総発電能

力が９０００ＭＷに達し，アンゴラ産電力の輸出を可

能とする見込みであると述べた。 

ウ 同ダムの建設は，China Gezhouba Group 

Corporation (CGGC, Chinese: 中国葛洲坝集团公司)

及び Niara Holding が２年以上前に受注（OB 5/10）。 

（４）ウアンボ州の変電所建設 

 ８日の週，中国企業 Machinery Engineering 

Corporation は，Laúca-Waku Cungo-Belém 間の送

電線敷設に係る３カ所の変電所建設に着工した。右

計画は，４億ドルの工費で工期は２年間。また，４００

キロの送電線敷設も計画に含む（EX 5/12）。 

（５）ザイレ州の変電所建設 

４月２７日の週，ボルジェス電力・水大臣は，ザイレ

州ンバンザ・コンゴ市において変電所建設が着工し

たと発表。今般の変電所建設は，中国による４億３５

００万米ドルの融資に基づき，中国企業ＴＢＥＡが建

設を請け負うもので，工期は２年（EX 5/5）。 

（６）中国の対アンゴラ貸付残高 

 ジョンズ・ホプキンス大学の中国・アフリカ研究イニ

シアチブによれば，中国輸銀（Exim Bank）は２０００年
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から２０１５年の間に，アンゴラに対して６９億ドルの

借款を供与。これは，対エチオピア借款７２億ドルに

次いで２番目に高額。直近のロイター通信の報道に

よれば，中国の対アンゴラ貸付残高は，２００億米ド

ルに達したとされる（MH 5/2，EX 5/5）。 

４ ロシア・アンゴラ関係 

（１）アルロサとＥＮＤＩＡＭＡ間の合意 

 ２３日，セルゲイ・イヴァノフ・アルロサ総裁及びアン

トニオ・カルロス・スンブラＥＮＤＩＡＭＡ（アンゴラダイヤ

モンド公社）総裁は，Luaxe International Enterprise

社を協同で設置する合意に署名した。同社は，ルア

シ鉱脈を開発する。アルロサ社とＥＮＤＩＡＭＡ社は，カ

トカ鉱山会社の株式をそれぞれ３２．８％有しており，

カトカはルアシ及びＬｕｅｌｅに５０．５％の権益を有する

見込み。アルロサは，追加的に８％をカトカに出資す

る意向がある。今般合意されたプロジェクトは，３５０

億米ドル規模となる見込み（Rapaport 5/24）。 

（２）ロシア副首相のアンゴラ訪問 

２２日の週，ユーリ・トルトネフ・ロシア副首相はア

ンゴラを訪問。２２日，ロウレンソ国防大臣を表敬訪

問し，軍事及び軍事技術分野でのプロジェクトについ

て会談。２３日，同副首相はヴィセンテ副大統領を表

敬訪問。アンゴサット衛星は既に試験段階にあり，本

年中に周回軌道上に乗るとの期限を守ると述べた。

随行した企業家ミッションは，アンゴラの企業家ととも

に農業，漁業，石油化学，小型飛行機等の分野でパ

ートナーシップを結びたいとの意向を表明した。ロシ

アの企業家は，セメント，肥料，トラクター，スホーイ

型戦闘機，ヘリコプター，漁船等を供給する意向を述

べた（EX 5/26）。 

５ ポルトガル・アンゴラ関係 

ヴィセンテ副大統領訴追 

８日，ポルトガルの中央犯罪捜査対処局

（Departamento Central de Investigação e 

Ação,DCIAP）は，ヴィセンテ副大統領が関連している

調書の書類を，リスボン刑事裁判所（Tribunal de 

Instrução Criminal (TIC)）に提出した。DCIAP の検事

は，本件により，ヴィセンテ副大統領及びその他３名

の犯罪捜査が開始し，公判が行われると述べた（OB 

5/18）。 

６ 仏・アンゴラ関係 

仏クレディ・アグリコール・コーポレート・アンド・イン

ヴェストメント・バンク（CACIB）から，アンゴラに対して

５億ユーロの借款を供与する旨が大統領令によって

承認された。公社を除くアンゴラ政府の債務残高は，

本年末までに，ＧＤＰ比５２．７％の５６９億ユーロに到

達する見込みであり，これは国内法で定められてい

る６０％上限以下（OB 5/16）。 

７ コンゴ（民）からの難民流入 

（１）アフリカ諸国の政党の幹事長会合 

ア ５月１９日，ルアンダにて，南部アフリカ諸国の独

立闘争の過程で立党されたアフリカ諸国の政党の幹

事長会合が開催された。同幹事長会合は，カソーマ

ＭＰＬＡ幹事長が主催し，南アのＡＮＣ，モザンビーク

のＦＲＥＬＩＭＯ，ナミビアのＳＷＡＰＯ，ジンバブエのＺ

ＡＮＵ－ＰＦ，タンザニアのＣｈａｍａ Ｃｈａ Ｍａｐｉｎｄｕｚ

ｉから各党の幹事長が参加した。 

イ 非公開で開催された同幹事長会合では，ジョセ

フ・カビラ・コンゴ（民）大統領に対して，ドス・サントス

大統領が議長を務めるＩＣＧＬＲがコンゴ（民）の紛争

を解決するために介入を要請するようアピールがさ

れた（JA  5/20）。 

（２）コンゴ（民）外務大臣のアンゴラ訪問 

ア ５月１９日，コンゴ（民）外務大臣は，カビラ大統領

特使としてアンゴラを訪問。ルアンダに午前中到着し，

ヴィセンテ副大統領を表敬訪問し，難民問題等の懸

念事項に関して意見交換した。その後，シコティ外務

大臣に伴われ，ルンダ・ノルテ州のドゥンド（Dundo）を

訪問し，難民キャンプを視察した。同様に，ルンダ・ス

ル州も訪問。 

イ ５月１９日，コンゴ（民）外務大臣との会談にて，シ

コティ外務大臣は，アンゴラ政府はルンダ・ノルテ州

のコンゴ（民）難民支援のために，３００万ドル以上を

拠出したと述べた。また，同大臣は，食料品，医薬品

及び避難用テント用に，追加的に５億クワンザを拠出

する方針であると述べた（JA 5/20）。 

（３）アンゴラ国軍の対応 

ア ５月２１日，アンゴラ国軍は，コンゴ（民）カサーイ

州の政治的・民族的暴力及び難民の流入に対処す

るための予防的措置として，重歩兵隊及び砲兵部隊
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を戦車とともにコンゴ（民）国境数キロ地点に配備した。

配備された部隊の組成は不明なるも，配備された兵

力の規模は，コンゴ（民）からのいかなる不測の事態

にも対処できる程度。 

イ 右対応の背景には，アンゴラ政府に５００万ドル

以上の拠出をさせた難民の流入以外にも，３ヵ月後

に迫ったアンゴラ総選挙に向けて国内の治安を維持

するという目的がある（コヘイオ・アンゴレンス 5/22）。 

（４）州政府の対応 

ア アンゴラのルンダ・ノルテ州において，コンゴ(民)

のマーク・ンダンブ（Marc Ndambu）カサーイ州知事は，

ア ン ゴ ラ の エ ル ネ ス ト ・ ム ア ン ガ ー ラ （ Ernesto 

Muangala）ルンダ・ノルテ州知事と面談。ンダンブ州

知事は，ルンダ・ノルテ州ドゥンド（Dundo）において，

民族的・政治的な紛争の影響を最も受けたコンゴ（民）

のカマコ（Kamako）は，既に平和と安全を取り戻して

いるため，アンゴラに逃れた難民に対して，同地域に

帰還するよう求めた。 

イ ンダンブ州知事は，レオナルド・シェ・オキトゥンド

ゥ（Leonard She Okitundu）コンゴ（民）外務大臣のル

ンダ・ノルテ州訪問のフォローアップとして，アンゴラ・

コンゴ（民）合同委員会を設置すると表明した。同委

員会は，下部委員会も設け，国連のシステムと共に

難民の送還を目指して取り組む。同州知事は，コンゴ

（民）政府が取り組んでいるのは，難民の流入を抑え

ることであるが，これには時間がかかる可能性があ

ると述べた（JA 5/24）。 

（５）ＩＣＧＬＲ参謀総長・国防大臣会合 

ア ５月２３日，ＩＣＧＬＲ加盟国の参謀総長会合の席

上 ， ジ ェ ラ ル ド ・ サ シ ペ ン ゴ ・ ヌ ン ダ （ Geraldo 

Sachipengo Nunda）アンゴラ国軍参謀総長は，コンゴ

（ 民 ） に は 紛 争 が 現 に あ り ， 負 の 勢 力 の 一 掃

（Eradicar）のための合意に基づく取り組みは既にとら

れていると述べた（JA 5/24）。 

イ ５月２４日，ロウレンソ国防大臣は，ＩＣＧＬＲ国防

大臣会合を主催した。同会合の席上，コンゴ(民)で発

生中の紛争が大湖地域全体に影響を及ぼし得るとし

て警告を発した。また，コンゴ(民)は，最終的な解決

策を見いだすための継続した努力が必要であるとの

見解を表明した。 

ウ 最終コミュニケでは，ＭＯＮＵＳＣＯの支援とともに，

コンゴ(民)の負の勢力に対抗するためのオペレーショ

ンを継続し強化することを推奨。具体的には，拡大版

検 証 協 調 メ カ ニ ズ ム （ Mecanismo Conjunto de 

Verificacao Alargado）が，反政府勢力Ｍ２３が展開し

ているコンゴ(民)，ルワンダ，及びウガンダにおいて

追加的な検証のミッションを実現すべきである点，及

び地域機構・国際機関は難民の送還又は再定住の

プロセスを促進すべき点が挙げられた。 

エ Zachary Muburi-Muita 事務局長は，アンゴラへ

の難民の流入に繋がっているコンゴ(民)のカサーイ

地域での無防備な民を巻き込む一連の紛争は，現在

ＩＣＧＬＲが最も懸念する事項であると述べた（JA 

5/26）。 

（６）シコティ外務大臣のキンシャサ訪問 

ア ５月３０日より，シコティ外務大臣はキンシャサを

訪問し，コンゴ(民)の政治情勢，コンゴ(民)難民等に

ついて議論。同大臣には実務者も同行し，２０１７年

末までの選挙実施に向けた日程及び枠組み合意の

取り組み等を評価し，アンゴラ国内のコンゴ(民)難民

を取り巻く実情の一層の把握に努めた（JA 5/30）。 

イ ６月１～２日にかけて，シコティ外務大臣は，４年

前の署名に基づく「コンゴ（民）及び大湖地域におけ

る平和・治安維持・協力枠組み合意の執行状況審議

メカニズム会合」に出席。同会合は，She Leonard コ

ンゴ（民）外務及び地域統合担当大臣が主催し，コン

ゴ（民）政府の担当者，ＭＯＮＵＳＣＯ代表，市民社会

及びその他関係団体が参加した。同会合では，国連

機関に対して，コンゴ（民）避難民が国内に帰還する

ための支援をするようアピールがなされた。アンゴラ

のルンダ・ノルテ州には，３万人のコンゴ（民）難民が

いる（JA 5/31）。 

 

経済 

１ 主要経済指標 

（１）物価 

ア 国家統計院（INE）が発表したルアンダ州における

４月期のインフレ率は，36.33 %だった。昨年同月発表

値と比較し，9.92pp 上昇した。月間物価上昇率は

2.00％。 
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イ 物価指数が前月比で最も上昇したのは，モノ・サ

ービス（4.94%），不動産・インテリア・維持管理（3.39%），

運輸（3.22%），レジャー・娯楽・文化（3.30%），保健

（3.15%）。 

ウ 国家統計院（INE）が発表したアンゴラ全国版の４

月期のインフレ率は，34.80%だった。昨年同月発表値

と比較し，10.46pp 上昇した。月間物価上昇率は

1.80％。 

エ 物価指数が前月比で最も上昇したのは，モノ・サ

ービス（4.23%），不動産・インテリア・維持管理（2.79%），

運輸（3.22%），衣料品（2.78%），保健（2.75%）。 

 

（２）金利 

ア ４月２８日に開催された第６６回金融政策委員会

（ＣＰＭ）は，政策金利のＢＮＡ基礎利率（Ｔａｘａ ＢＮＡ）

は，年率 16.00％と前月から維持と発表。 

イ 流動性吸収ファシリティ（市中銀行がＢＮＡに預け

ている準備預金のうち，法定額を超過した部分に対

するオーバーナイト当たりの利率）は年率 7.25%で前

月と変わらず。 

ウ 限界貸出ファシリティ（BNA から市中銀行へのオ

ーバーナイト物貸付金利）は年率 20.00%で前月と変

わらず。 

 

（３）為替市場 

 ４月末，為替相場は１USD＝165.91145 AKZ で推移

（前月比 0.17987 クワンザ安）。 

（４）BNA 発表の外貨準備高統計 
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（５）マネーサプライ統計 

 

 
 

（６）ＧＤＰ及び成長率 

 

 

 

（７）主要貿易統計 

 

 

 

 -

 1,000,000

 2,000,000

 3,000,000

 4,000,000

 5,000,000

 6,000,000

 7,000,000

1/1 2/1 3/1 4/1 5/1

2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017

マネーサプライ統計

（百万クワンザ）（出展：ＢＮＡ）

M3 = (M2 +その他有価証券類）
M2 = (M1 +準貨幣)
M1内現金等流通分
Ｍ１内預金分－クワンザ建て

1/1 2/1 3/1 4/1 5/1
6,383,660 6,285,642 6,257,614 6,291,551 6,300,027 
6,379,840 6,281,737 6,254,355 6,288,268 6,296,708 
3,703,793 3,651,527 3,793,945 3,823,441 3,608,191 

346,348     337,904     331,403     326,698     344,556     
2,517,198 2,454,470 2,625,479 2,637,968 2,428,296 

840,248     859,153     837,063     858,775     835,339     
840,248     859,153     837062.56 858774.55 835339.17

2017

M1内現金等流通分

Ｍ１内預金分

Ｍ１内預金分－クワンザ建て

Ｍ１内預金分－外貨建て

M1

M2 = (M1 +準貨幣)

M3 = (M2 +その他有価証券類）

82.5

104.1

115.3

124.9

126.8

103.0

95.8

0

20

40

60

80

100

120

140

2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016

名目上GDP（１０億ドル） 出展：IMF4月発表値

3.4

6.8

3

00

1

2

3

4

5

6

7

8

2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016

実質GDP成長率（％）
出展：ＩＭＦ

米国

3.09%

中国

44.83%

韓国

0.16%

仏

4.99%

タイ

0.14%

台湾

4.49%

西

7.04%

印

8.49%
チリ

0.17%

オランダ

3.32%

カナダ

3.30%

伊

3.51%

英国

2.88%

日本

0.33%

ポルトガル

3.79%

南ア

4.30%
シンガ

ポール

0.66%

インドネ

シア

1.80%
その他

2.70%

２０１５年原油輸出先国内訳
出展：BNA

原油輸出総額：313億9380万ドル

中国

13.83%
ポルトガル

12.70%

シンガポー

ル

9.08%
韓国

7.37%ベルギー

6.37%

米国

6.32%

ブラジル

3.84%

マレーシア

3.81%

南ア

3.71%

英国

3.08%

その他

29.89%

２０１５年輸入先国内訳
出展：BNA

輸入総額：206億9250万ドル

機械及び電

子部品

27%

食料品

15%
燃料

15%

建材

12%

乗物

6%

化学製品

5%

雑貨

5%

プラスチッ

ク・ゴム・皮

3%

繊維製品及

び衣料

2%

飲物及び酢

2%

航空機及び

船舶

1%

紙及び紙製品

1% 鉱物製品

0.5%

木材

0.3%
その他

6%

２０１５年輸入品別内訳
出展：ＢＮＡ

輸入総額：206億9250万ドル



8 
 

 
（８）財政統計 
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復。同期間中，原油の輸出が全体の９４．５％を占め

た。輸入額は前年同期比２０．４％減の３０億８２００

万米ドル。機械・部品等が引き続き最も多く輸入され

た項目となり，７億３６００万米ドル輸入された。次い

で農作物が４億３４００万米ドル分輸入され，食料品

が２億１８００万米ドル分輸入された（EX 5/12）。 

３ インフォーマル経済規模調査 

 アンゴラ政府は，１６億５０００万クワンザ（１０００万

米ドル）を支出して，インフォーマル市場における物

価指標を調査する。４月末に大統領令によって承認

された「収入・支出・雇用アンケート調査」はＩＮＥが行

い，国家予算から追加的支出がされる（EX 5/12）。 

４ 法人事業税収の伸び 

 ２０１６年中，ＡＧＴ（アンゴラ国税庁）は，前年比１．

６％増の４３５６億３０００万クワンザ（２６億８００万米

ドル）の法人事業税収（工業税）を確保した（EX 

5/12）。 

５ 外貨配分の動向 

 ５月２２日の週，ＢＮＡは，数ヶ月ぶりに，アンゴラに

駐在している外国人の給与を支払うために１８００万

ユーロを供給した。同週，外貨配分額は全体で１億４

４８０万ユーロ。１５日の週の１億７８００万ユーロ比２

０％減。クレジットカード用に４８００万ユーロ，石油産

業用に１７９０万ユーロ，保健・衛生用に８９０万ユー

ロ，工業分野用の部品等輸入に１３６０万ユーロ，両

替店用に４４０万ユーロがそれぞれ配分された（NJ 

5/29）。 

６ 銀行セクター改革 

 ＢＰＣ（貯蓄信用銀行）の不良債権を所掌する新公

社「Recredit」は，当初ＢＰＣのみを対象とする予定で

あったが，その他のアンゴラ地場銀行全行を対象と

する見込み（EX 5/26）。 

７ 新関税表 

 アンゴラ新関税表２０１７（案）は，世界税関機構の

ハーモナイズド・システムに準拠。選挙イヤーのため，

具体的な承認の日付は未確定（MH 5/18）。 

８ 光海底ケーブル敷設への融資 

ＢＤＡ（アンゴラ開銀）は， １．３億ドルをアンゴラ・

ケーブルズ社に融資し，ブラジルと米国をつなぐＷＡ

ＣＳ（海底ケーブル）購入代とする。同融資には，アン

ゴラ財務省の保証が付与される（RA 5/31）。 

９ テレコム・ハブ建設計画 

ＵＴＩＰ（大統領府民間投資技術局）とＡＣＳ（Angola 

Comunicações e Sistemas）が，ルアンダにおいて７カ

所のテレコム・ハブを建設する１９５０万ドル相当の投

資合意に署名。本件は，ＳＡＣＳをＷＡＣＳに繋げるこ

とを見越したもの（Agence Ecofin 5/10）。 

１０ ソナンゴル関連 

（１）収入増 

４月，ソナンゴルは，３月比５％増の５億３０００万

ユーロの歳入を確保（NJ 5/24）。 

（２）コバルト・エネルギー社の仲裁申立 

２つの深海層鉱区（鉱区２１及び２０）の生産シェア

合意の契約延長合意に到達できなかったため，米国

の石油ファームＣＩＥ（コバルト・エネルギー社）は，ソ

ナンゴルから２０億ドル以上を回収するべく，同社を

仲裁裁判所に訴えたと発表した。ソナンゴルからは

回答無し。コバルト社は，１年に亘って鉱区２０及び２

１の４０％の株式を売却しようとしてきた。コバルト社

の１７．５億ドル相当の権益を売却するとの試みは，

２０１６年に，アンゴラ政府からの承認が期限までに

得られなかったために履行できなかった（ロイター通

信 5/12 ）。 

（３）鉱区入札のキャンセル 

ソナンゴルは，原油価格が低く収入が芳しくないた

め，オンショア２鉱区（クワンザ低地(KON 5, KON 6, 

KON 8, KON 9,KON 17)及びコンゴ低地 (CON 1, 

CON 5, CON 6)）の競争入札をキャンセルした（OB 

5/16）。 

（４）石油企業の動向 

ア シェブロン及びエクソンは，もしもアンゴラ側から

新規案件承認等のインセンティブがもたらされない場

合，アンゴラ市場常在戦略を見直す意向。シェブロン

は，カビンダ沖鉱区０（３９．２％）及び１４（１４％）に

参加しており，アンゴラの産油量全体の２２％に相当

する４０万バレル／日を生産している。長年のアンゴ

ラにおける操業歴の中，本年初めて，同社は予算が

不足し，かつての４０％にまで減少。同社は，９ヶ月

前にソナンゴルに対して提出した新規案件の承認を
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待っている状態であると述べた。また，

Schullemberger, Halliburton，Becker 等の主たる石油

分野への部品供給企業は，ポルトガル人従業員を大

幅に解雇する見通し。 

イ Sonagás 社の消息筋は，ソナンゴルは現在イザ

ベル氏にコントロールされており，通信企業を運営す

る感覚でソナンゴルを経営していると不満を述べた。 

ウ エクソン・モービル（鉱区１５，産油量は３０万バレ

ル／日）は，深海油田における４０～６０の油井の新

規開発の申し入れをソナンゴルにしたものの，返事

がないことにいらだっている。同社は，鉱区１７（６０万

バレル／日）においてトタル社とともに操業している。

同社は，ソナンゴルに対してＩＴＴ（Intent To Tender，

競争入札参加申請）を提出したものの，返事がない

ために，競争入札をキャンセルせざるを得なくなる見

込み。 

エ ＢＰは，鉱区１８において，８億ドル相当の投資と

なる新規開発案件を作成し，４ヶ月前に提出したが，

ソナンゴルから返事がないために，本年の投資をあ

きらめざるを得なかった。 

オ ジョゼ・デ・オリヴェイラ石油専門家は，エスプレッ

ソに対し，もしも来年の予算に各種案件を組み込むこ

とが難しいならば，アンゴラは，世界にはずっと魅力

的な市場があることを理解すべきであると語った。同

専門家は，投資減は，アンゴラの主たる歳入源であ

る原油の産油量の低下を招くと述べた（CK 5/1）。 

１１ アンゴラが必要とする原油価格 

ヴァスコンセーロス石油大臣は，パリにおいて，ア

ンゴラが必要とする原油価格は６０ドル／バレルであ

り，ＯＰＥＣ減産合意継続の意向を表明（NJ 4/27）。 

１２ アンゴラ製粉工場の開設 

 アンゴラ初の製粉工場がルアンダ港で稼働。これに

より，アンゴラの小麦等輸入量が現在の６０％に相当

する５０万トン減少する見込み（DN 5/24）。 

１３ ＢＩＯＣＯＭ，電力生産を開始 

５月１５日の週，Biocom は，電力の供給を開始。２

０１７年，前年比４０％増の７万３０００トンの砂糖を生

産する見込み。また，前年比１００％増の２００ＧＷ/

時の電力を生産し，前年比２１．４％増の１万７０００

㎥のエタノールを生産する予定。２０２０年までに，２

５万６０００トンの砂糖を生産することが目標。同社の

株主は，ソナンゴル（２０％），オデブレヒト（４０％），

Cochan（４０％）からなる（MH 5/22, Agence Ecofin 

5/11）。 

１４ 花崗岩輸出額の倍増 

２０１６年，ウイラ州において，登録業者１０社による

花崗岩の販売量が前年比２倍の４万㎥（７９２万２４４

３ドル）に到達（JA 5/13）。 
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